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1月16日(金)日 役場村長室場

　６月27日から28日にかけて開催された「第27

回ダイハツ北海道小学生ABCバドミントン大会

（北北海道予選会）に出場したバドミントン少

年団の団員が、役場を表敬訪問されました。

　浜鬼志別自治会では、この度一般財団法人自

治総合センターのコミュニティ助成事業の助成

を受け、盆踊りで使用するやぐらを整備しまし

た。

　この事業は、地域住民の自主的に行うコミュ

ニティ活動を促進し、その健全な発展を図るこ

とを目的として、宝くじの収益を活用し行って

いるものです。

【購入備品】アルミステージ（櫓）、紅白幕、提灯、

アルミプレート

　知来別小学校のふるさと学習にて、さるふつ

の凧の会の方々を講師に招き、凧作りが行われ
ました。生徒たちは好きなキャラクターやオリ
ジナルの絵を描いた凧を作成しました。何度か
凧作りを経験している高学年の生徒が低学年の
生徒に作り方を教えながら作業を進めるなど、
協力し合いながら作り上げました。
　今年は昨年よりも手際よく作成が進んだこと
から、完成後には校庭で凧揚げを実施し、自分
たちが作成した凧が空高く舞い上がる様子を楽
しんでいました。

　犯罪被害者になってしまった方や、その遺族

に対する支援に取り組むため、犯罪被害等を地

域全体で支える社会の形成を図ることを目的と

した「猿払村犯罪被害者等支援条例」を制定し、

７月１日から施行しました。

　この各種支援を行う際に協力していくため、

稚内警察署と村が犯罪被害者等支援に関する協

定を締結しました。

　枝幸ABLAZE・猿払チャンプスジュニア合同

チームの選手の皆さんが、スタルヒン杯稚内支

部で見事優勝し、７月18日から旭川市で開催さ

れた全道大会への出場を決めたことを受け、役

場を表敬訪問されました。

　

　村内の小学４年生が、合同社会科見学の一環

で鬼志別浄水場と浜鬼志別漁業集落排水施設を

見学しました。

　当日は、施設の管理を行っている株式会社テ

クノス北海道の職員が講師となり、上下水道の

仕組みや役割をわかりやすく説明していただき

ました。生徒たちは、使った水がどのように処

理されるのかなどを学び、日常生活に欠かせな

い水の大切さや、それを支える人々の努力を肌

で感じました。

　宗谷管内をはじめ、旭川市内や空知管内な

ど、強豪選手が集まる地区からの参加もあった

中、小学生個人戦で２名が入賞しました。選

手からは「次は、団体戦でも小中学生が入賞

できるよう練習に励んでいく」と意気込みが

聞かれました。※結果は以下のとおり

個人戦　小学１・２年生　３位　水野心陽

　　　　小学５・６年生　優勝　杉本悠晟

団体戦　一般の部　３位　吉田拓哉、村本翼

　　　　　　　　　　　　 濱田雅夫

　さるふつの凧の会は、毎年参加している石川

県内灘町の「世界の凧の祭典」をきっかけに、

内灘町や埼玉県春日部市の凧の会との交流を深

めています。今回は、凧を通じてつながった三

地域が初めて猿払村に集い、交流を行いました。

　交流を記念し、春日部市の凧の会から、伊藤

村長の名前や「さるふつ」と書かれた凧を寄贈

していただきました。寄贈いただいた凧は役場

内に展示しておりますので、お立ち寄りの際は

ぜひご覧ください。

さるふつの凧の会
役場村長室場７月21日(火)日

「上下水道」について学ぶ
日 ７月10日(金) 上下水道施設場

バドミントン少年団表敬訪問

コミュニティ助成事業のご紹介
７月９日(木)日

７月６日(月)日

浜鬼志別場

知来別小学校場

ふるさと学習　凧作り犯罪被害者等支援に関する協定締結式 野球少年団表敬訪問
役場庁議室場 役場村長室場７月14日(火)日７月14日(火)日

第55回青少年剣道錬成大会
稚内市場

７月６日(月)日

７月19日(日)日
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1月16日(金)日 役場村長室場

　稚内市在住の佐々木洋子様から、猿払村への

一般寄附が村長に手渡されました。なお、目録

は洋子様の代理として夫の正明様からお受け取

りしました。

　いただいた寄附金は貴重な財源として本村の

各種事業の推進に役立てせていただきます。

　石川県内灘町の小学５・６年生18名が猿払村

を訪れ、村内の同学年の生徒と交流しました。

稚内市に移動し、宗谷岬を見学した後、村役場

交流センターで歓迎セレモニーを行い、さるっ

ぷも登場して交流を盛り上げました。その後は

エサヌカ線など村内見学をし、夕食も一緒に囲

みました。生徒たちは、観光や交流を通してお

互いの地域について知り、新しい友達との出会

いを楽しみながら、親睦を深めました。

　眞野副村長から株式会社ササキ様へ感謝状が

贈呈されました。
　この感謝状は、地域貢献活動の一環として、
浜猿払地区村道の維持補修を実施していただい
たことに対し、感謝の意を込めて贈られました。

　宗谷管内各市町村の社会福祉協議会を中心と

するボランティア活動の振興を目的に、約20名

が参加し、防災研修を行いました。稚内地方気

象台による災害講話では、いつ起こるかわから

ない災害に備えるための心得についてお話いた

だきました。

　また、経験値がない場合でも「想像力」と「創

造力」の２つで補うことが大切であるとのお話

をいただき、防災意識を高める貴重な機会とな

りました。

令和８年度地区ボラネット事業
日 ７月31日(金) 役場交流センター場

村の事業推進に有効活用

石川県内灘町の小学生と交流
７月30日(木)日

７月30日(木)日

役場場

役場村長室場

地域貢献活動
７月22日(水)日

Ｊ
Ｅ
Ｔ
絆
大
使
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
！

　

猿
払
村
の
国
際
交
流
員
（
Ｃ
Ｉ
Ｒ
）

と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
赴
任
し
て
い

る
、
ト
ン
・
テ
ィ
・
ニ
ュ
ン
さ
ん
が

７
月
末
を
も
っ
て
５
年
間
の
任
期
を
終

え
、
総
務
省
の
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
絆
大
使
」
に

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
絆
大
使
」
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
日
本
で
活
躍
し
た
外

国
人
の
う
ち
、
帰
国
後
も
日
本
と
母
国

の
交
流
促
進
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
人

を
、
総
務
省
が
任
命
す
る
制
度
で
す
。

　

ニ
ュ
ン
さ
ん
は
、
国
際
交
流
員
（
Ｃ

Ｉ
Ｒ
）
と
し
て
、
村
で
さ
ま
ざ
ま
な
国

際
交
流
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
ベ
ト
ナ
ム
人
技
能
実
習
生
を
対
象

と
し
た
日
本
語
教
室
や
ベ
ト
ナ
ム
旧
正

月
（
テ
ト
）
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
小
学

校
で
の
国
際
理
解
を
深
め
る
授
業
、
村

民
を
対
象
と
し
た
ベ
ト
ナ
ム
料
理
教
室

な
ど
を
実
施
し
、
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
や

魅
力
を
伝
え
な
が
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
人
技

能
実
習
生
へ
の
支
援
や
村
民
と
の
国
際

交
流
の
推
進
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ン
さ
ん
は
「
Ｊ
Ｅ
Ｔ
絆
大
使
」
に
任
命
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、

　
「
猿
払
村
に
来
た
ば
か
り
の
時
を
思
い
出
す

と
、
ち
ょ
う
ど
コ
ロ
ナ
禍
だ
っ
た
た
め
、
仕
事
は

思
う
よ
う
に
進
ま
ず
苦
労
し
た
時
期
も
あ
り
ま
し

た
が
、
役
場
の
皆
さ
ん
、
村
民
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
助
け
て
く
れ
た
た
め
、
徐
々
に
こ
こ
で
の
生
活

に
慣
れ
て
い
き
ま
し
た
。
国
際
交
流
員
の
任
期
は

満
了
し
ま
し
た
が
、
今
後
は
引
き
続
き
Ｊ
Ｅ
Ｔ
絆

大
使
と
し
て
、
猿
払
村
の
国
際
交
流
支
援
員
と
し

て
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
５
年
間
で
身
に

着
け
た
知
識
や
経
験
を
活
か
し
、
実
習
生
ら
が
便

利
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
支
援
し
、
ま
た
、
村
民

の
皆
さ
ん
に
も
ベ
ト
ナ
ム
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
両
国
の
架
け
橋
と
な
り

微
力
な
が
ら
も
猿
払
村
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
心
境
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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